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南極昭和基地大型大気レーダー計画（PANSY）は、南極域で初となる大型大気レーダー計画で
ある。1045本の3素子八木アンテナからなる大型のアクティブフェイズドアレイ方式を採用し、
中心周波数を47MHz、送信ピーク電力を522.5kWとすることにより、対流圏から熱圏/電離圏ま
での広い高度範囲（1-500km）の風速およびプラズマパラメータを、高い時間・空間分解能で精
密観測することができる。最新の干渉計観測やイメージング観測を可能とするために、独立した
デジタル受信系統をアンテナ群毎に設けた全55系統からなるマルチチャネルシステムを備えてい
る。またE層の沿磁力線擾乱観測専用システムも付加し、各種研究要求に応えることのできる高
機能レーダーシステムである。

我々は、2000年の検討開始以来、アクセス・自然・物資・労働力等様々な点において極めて厳
しい環境下にある南極で大型レーダーを実現するための多くの技術課題に取り組み、その１つ１
つを解決してきた。省電力型の送受信機や軽量かつ丈夫なアルミ合金製アンテナを開発するとと
もに、短い夏期間に設置完了するための建設工法などについて検討を重ねた。総消費電力は同等
の能力を有する京都大学MUレーダーの1/3程度に抑えられた。それらの検討結果を元に2010年
度末にレーダーを昭和基地に建設する。講演では10年間の技術検討を概説し、建設計画について
紹介する。
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